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0. 自己紹介

1. 「対面⇔オンライン」から「同期⇔非同期へ」
2. 「教える」から「学ぶ」へ
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4. SAMRモデル - ICT化で授業を変える
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何が得意？



0. 自己紹介など

☆ e-learning ☆

http://j-learning.com/

http://nihongo.online/

何が得意？
e-learning、オンライン教育、広報など

☆ 広報やウェビナー ☆

https://www.facebook.com/JFSouthIndia/

https://www.youtube.com/JFSouthIndia/

http://j-learning.com
http://nihongo.online/
https://www.facebook.com/JFSouthIndia/
https://www.youtube.com/JFSouthIndia/


1) 「対面⇔オンライン」から「同期⇔非同期へ」

同期 → 教師と学習者が同じ時間を共有し（双方向で）行う授業
・Zoomなどのビデオ会議システムを使った授業
※ 教室での対面授業も場所を共有した特別な同期授業と考えられる

非同期→ 教師が準備した資料等を学習者が各自の時間で学習する
授業（一方向も双方向もある）

・教師が用意した動画をみて、学習者が勉強する
・学習者が資料や本などで勉強し、レポートを提出する
※ これまでの対面授業も、予習や宿題、レポートなどは、非同期の授業だっ
た。
※ オンライン授業では何を同期から非同期に移すかが対面以上に重要になる

対面⇔オンライン 同期⇔非同期
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通常・対面

オンライン

非同期 非同期同期

ことば
漢字
文型
単純練習

漢字テスト
文型の導入
（単純練習）
応用練習
会話

宿題
（問題・
作文等）

サイト
プリント

教師・PPT（サイト）
プリント

サイト
宿題

ブレン
ディッド
ラーニング

http://j-learning.com

2006～2010年

168時間で
みん日1・２
JLPT N4
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1)対面⇔オンラインの対立ではなく、同期⇔非同期で考える
2)オンラインでは非同期でできることは、全部非同期に回す
3)非同期で課題の提出・学生との連絡の方法を考える
4)非同期ではオンラインのリソースの活用を考える（リンクを送
るだけでも十分）

5)余裕があれば、非同期の動画などのリソースを提供する
6)同期（ビデオ会議システム）は、なるべく使いやすいシステム
を使い、同期でしかできない内容を、短い時間で効率的に。

1) 「対面⇔オンライン」から「同期⇔非同期へ」



2) 「教える」から「学ぶ」へ
非同期では、自律的な学習が増える

・教師は直接教えるのではなく、学習のためのリソー
スを与える役割
・学習者の自律的な学習をサポートすることを考える

・非同期の学習は一人で勉強する機会が増える
・教師の目が届きにくくなる
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*1

*1 Simonson, M. (2000). Equivalency theory and distance education. TechTrends, 43(5), 5-8.での、ムーアの理論より
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自律的な学習を促すために
・学習者が自分の学習を自己管理できるようにする
→スプレッドシートなどに定期的に、学習の成果・学習の環境・自
己評価等を書き込んでもらう *1
→学習者・教師との話し合いの時間を

・（場合によっては教師も入り）学習者同士で情報交換や質問などが
しやすい環境を作る
→SNSの利用など

・教師から定期的に進捗状況などについて声をかける。また評価やコ
メントを積極的に行う

*1 バリー・J・ジマーマン、セバスチアン・ボナー、ロバート・コーバック著、塚野州一、牧野美知子訳（2008）、『自己
調整学習の指導』、北大路書房
ジマーマン, バリーJ・シャンク, ディルH編著 塚野州一編訳 （2006） 『自己調整学習の理論』北大路書房

2) 「教える」から「学ぶ」へ
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3) Can-doで目標と評価を考える
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同じことをするのではなく、同じ価値
（同じ成果）を目指す



3) Can-doで目標と評価を考える
「（サイモンソンの「同価値理論」とは）通信技術の発達
などによって、擬似的な遠隔教育環境（バーチャル教室な
ど）が可能になってきている現在、何が遠隔教育で何がそ
うでないかを区別しようとするよりも、遠隔・通学を問わ
ずすべての教育経験に「同等の価値」を持たせることに主
眼を置くべきだと主張する」
（鈴木 2000)

鈴木克明（2000）「『通信制高校にとっての放送教育』から学んだこと） , 『放送教育』2000年９月号, 
http://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/ksuzuki/resume/articles/2000h.html (2020/04/29 最終閲覧）

http://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/ksuzuki/resume/articles/2000h.html


3) Can-doで目標と評価を考える
・同じことをするのではなく、同じ価値＝成果を目指す

・場合によっては、一人一人が違うことをしてもいい

・試験＝評価＝成果、だが、それは、本当に目標と一致し
ているだろうか

・評価の方法を見直す必要は？

・目標が実際の使用に合っているだろうか

→オンライン化は目標と評価を見直すいい機会！



3) Can-doで目標と評価を考える
Can-doとは何か

「～ができるの形」で
能力や目標を表したもの
- CEFRやJFスタンダードなどで採用

CEFR→抽象的な記述
JFS→具体的な記述



3) Can-doで目標と評価を考える
みんなのCan-doサイト
https://jfstandard.jp/cando/

https://jfstandard.jp/cando/


3) Can-doで目標と評価を考える
Can-doでの目標を建てる場合

○「レストランに入って、人数と席の希望
を言うことができる」→具体的な内容

△「人が何人いるかを言うことができる」
→いつ、どこで使うかがわからない

✕「人数に関する数詞を使うことができる」
→知識＋「できる」（「テ形」を使うことができる）



3) Can-doで目標と評価を考える
どうしてCan-doで目標を考えるのか

・学習者のニーズに具体的に応えることができる

・学習者にとって、学習後の成果がわかりやすい

・具体的な目標を持つことで、それに必要な知識、能力などを具体的
に考えることができる

・「評価＝Can-doの達成」になるので、評価の方法を考えやすい（←
実際の状況から考えるので、オンラインでも試験をしやすい）

・対面とオンラインとで内容を同じにするのではなく、
Can-doの目標を達成するために何ができ、何が必要なのかを考える
（↑同価値理論）



3) Can-doで目標と評価を考える
オンライン授業でのCan-doは？

1) オンラインならではのCan-do
（オンライン上で実際に実施できる）
ex) チャットでの会話・メールのやり取り・ビデオの作成

2) 対面でもオンラインでもできる
（これまでと基本変わらないが形は変わるかもしれない）
ex) 作文・ニュースの聞き取り

3) 実際の対面での言語の使用
（オンライン上でヴァーチャルに行う）
ex) 買い物の会話・レストランでの会話
日本に旅行に行く（Google Street View)・VR



基本的に現在のオンライン化は
ここまでで十分だと思いますが

その先を考えている方へ



4. SAMRモデル - ICT化で授業を変える

Ruben R. Puentedura(2010)『A Brief Introduction to TPCK and SAMR』 (http://www.hippasus.com/rrpweblog/archive 
s/2011/12/08/BriefIntroTPCKSAMR.pdf

三井一希(2014)「SAMRモデルを用いた初等教育におけるICT活用実践の分類」, 日本教育工学会研究報告集 14(2), 37-40

http://www.hippasus.com/rrpweblog/archive%2520s/2011/12/08/BriefIntroTPCKSAMR.pdf
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三井一希, 戸田真志, 松葉龍一, 鈴木 克明「 SAMR モデルから考えるタブレット端末を用いた授業の現状分析」, 日本教育工学会2019年秋季全国大会

R
A) 他校との作文の交流授業や家庭などへの動

画配信

B) 作曲した曲をウェブ上に公開して改善のヒ
ントを得る

C) Google Street Viewを使って、自分の好き
な街を散歩しながら紹介した動画を配信し、

コメント欄などで交流する

M
A) 書いた作文を相互に発表し、感想を述べ合

う
B) 作曲アプリで多様な音を組み合わせ、協同

して作曲をする

C) Google Street Viewを使って、クラスメイ
トに自分の好きな街を散歩しながら、紹介

する

A
A) 文章校正やスペルチェック

B) 採点機能付きアプリで練習をする
C) 自分の好きな街の写真を共有しながら、街

についての会話をする。

S
A) 原稿用紙→ワープロソフト

B) ピアノアプリでピアノを練習する
C) Zoomで自分の好きな街についての会話をす

る

http://www.hippasus.com/rrpweblog/archive%2520s/2011/12/08/BriefIntroTPCKSAMR.pdf


4. SAMRモデル - ICT化で授業を変える

Ruben R. Puentedura(2010)『A Brief Introduction to TPCK and SAMR』 (http://www.hippasus.com/rrpweblog/archive 
s/2011/12/08/BriefIntroTPCKSAMR.pdf
三井一希(2014)「SAMRモデルを用いた初等教育におけるICT活用実践の分類」, 日本教育工学会研究報告集 14(2), 37-40
三井一希, 戸田真志, 松葉龍一, 鈴木 克明「 SAMR モデルから考えるタブレット端末を用いた授業の現状分析」, 日本教育工学会2019年秋季全国大会

R
A) 他校との作文の交流授業や家庭などへの動

画配信

B) 作曲した曲をウェブ上に公開して改善のヒ
ントを得る

C) Google Street Viewを使って、自分の好き
な街を散歩しながら紹介した動画を配信し、

コメント欄などで交流する

M
A) 書いた作文を相互に発表し、感想を述べ合

う
B) 作曲アプリで多様な音を組み合わせ、協同

して作曲をする

C) Google Street Viewを使って、クラスメイ
トに自分の好きな街を散歩しながら、相互

に紹介する

A
A) 文章校正やスペルチェック

B) 採点機能付きアプリで練習をする
C) 自分の好きな街の写真を共有しながら、街

についての会話をする。

S
A) 原稿用紙→ワープロソフト

B) ピアノアプリでピアノを練習する
C) Zoomで自分の好きな街についての会話をす

る

http://www.hippasus.com/rrpweblog/archive%2520s/2011/12/08/BriefIntroTPCKSAMR.pdf


4. SAMRモデル - ICT化で授業を変える

Ruben R. Puentedura(2010)『A Brief Introduction to TPCK and SAMR』 (http://www.hippasus.com/rrpweblog/archive 
s/2011/12/08/BriefIntroTPCKSAMR.pdf
三井一希(2014)「SAMRモデルを用いた初等教育におけるICT活用実践の分類」, 日本教育工学会研究報告集 14(2), 37-40
三井一希, 戸田真志, 松葉龍一, 鈴木 克明「 SAMR モデルから考えるタブレット端末を用いた授業の現状分析」, 日本教育工学会2019年秋季全国大会

R
A) 他校との作文の交流授業や家庭などへの動

画配信

B) 作曲した曲をウェブ上に公開して改善のヒ
ントを得る

C) Google Street Viewを使って、自分の好き
な街を散歩しながら紹介した動画を配信し、

コメント欄などで交流する

M
A) 書いた作文を相互に発表し、感想を述べ合

う
B) 作曲アプリで多様な音を組み合わせ、協同

して作曲をする

C) Google Street Viewを使って、クラスメイ
トに自分の好きな街を散歩しながら、相互

に紹介する

A
A) 文章校正やスペルチェック

B) 採点機能付きアプリで練習をする
C) 自分の好きな街の写真を共有しながら、街

についての会話をする。

S
A) 原稿用紙→ワープロソフト

B) ピアノアプリでピアノを練習する
C) Zoomで自分の好きな街についての会話をす

る

オンラインでの協働

http://www.hippasus.com/rrpweblog/archive%2520s/2011/12/08/BriefIntroTPCKSAMR.pdf


4. SAMRモデル - ICT化で授業を変える

Ruben R. Puentedura(2014)『 SAMR and TPCK: A Hands-On Approach to Classroom Practice 』
(http://www.hippasus.com/rrpweblog/archives/2014/12/11/SAMRandTPCK_HandsOnApproachClassroomPractice.pdf)

記憶
理解
使用
分析
評価
創造

オンラインでの協働により新たな価値の創造へ

http://www.hippasus.com/rrpweblog/archives/2014/12/11/SAMRandTPCK_HandsOnApproachClassroomPractice.pdf


対面の授業をオンラインで再現するの
が目的ではない
→オンラインは対面の代替ではない
→授業の目的自体を考え直してみる

非同期を活用して、自律的な学習を促す
→同期は同期でしかできないことを！

オンラインでしかできないことを考えてみる
→ネットを使った協働、新たな価値の創造



0. 自己紹介

1. 「対面⇔オンライン」から「同期⇔非同期へ」
2. 「教える」から「学ぶ」へ
3. Can-doから目標と評価を考える
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